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はじめに 
 本稿では、愛知県小原方言の形態論を示す。紙幅の都合上、通方言的に特徴のある形式
や用法についてのみ例を挙げた。本稿の記述は、2010 年から 2013年の現地調査のデータに
基づく。調査では、面接調査と自然談話の収録を行い、テキストデータを作成した。例文
の表記は 4段構成で、上から、表層形  (斜体)、基底形、グロス、共通語訳の順に示した。 
 
1. 小原方言の概略 
1.1. 小原方言の話される地域 
 小原地区は、現在の愛知県豊田市の最北端に位置し、岐阜県と隣接する。2005 年の統合
以前は西加茂郡小原村であった。44の集落から成る、人口 4016人1の過疎指定地域である。
調査地の大ヶ藏連(おおがぞれ)集落は、100 名弱で構成され、標高約 560 メートルの山中に
ある。小原地区は、行政上、愛知県西三河区域に属す。ただし、西三河の中心である岡崎
市や豊田市南部とは、南北に距離があり、岐阜県瑞浪市との往来が多い。その環境から、
小原方言はこれまで記述されてきた「西三河方言」とは異なる体系を持つと考えられる。 
 
1.2. 先行研究 
 小原方言を体系的に記述した研究は管見の限り見当たらない。ただし、小原村誌編集委
員会編(1977)に 3ページほどの記録がある。これは現地の教育関係者が、語彙・文法特徴・
発音の 3 項目について注目すべき特徴を数行で記したものである。また、村内のサークル
活動の一環として「豊田市小原地区近郊の方言集(294 語)」という語彙表を作成している。 
                                                        
1 「豊田市 HP 人口・世帯数詳細データ」http://www.city.toyota.aichi.jp/jinko_data/naiyou01.html#02 (2013/6/19) 
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1.3. 音素目録 
 小原方言の音素は、以下のとおりである。 
子音  
  促音：/Q/  
  撥音：/ɴ/ [ɴ~m~n~ŋ] 
 
母音    単母音 /i, e, a, o, u/     長母音 /ʉː, ɵː, æː/  
 
 
2. 動詞形態論 
2.1. 語幹 
 小原方言の動詞は、母音語幹動詞の多く
が、語幹末母音のあとに r が付いた子音語
幹動詞と両用の語形変化をみせる(表 1)。ど
ちらの振る舞いをするかには、後接する派
生・屈折接辞の形や、語彙的な偏り(語幹の
長さ、使用頻度など)などの要因がある。 
 
2.2. 動詞複合体 
 動詞は、語幹により 4つのタイプに分類でき、以下の屈折接辞をとって、文を終止する。 
表 2: 小原方言の動詞の屈折カテゴリー 
 子音語幹動詞 母音語幹動詞 k- 「来る」 s- 「する」 
定動詞
形 
直説
法 
非過去 -u -ru k-uru s-eru 
過去 -ita* -ta k-ita s-ita 
意志法 -asu~aazu -su~ zu k-osu s-esu / s-eras 
勧誘法 -amai~ -omai -jomai k-ojomai s-emai 
命令法Ⅰ -e -jo k-oi s-ejo / s-iro 
命令法Ⅱ -iɴ -riɴ k-in s-eriɴ 
形・名・
動詞形 
非過去 -u -ru k-uru s-eru 
過去 -ita* -ta k-ita s-ita 
副・ 
動詞形 
中止形 
-ite* -te / -to k-ite s-ite 
-i - ø (k-i) (s-i) 
反復 -itja* -tja k-itja s-itja 
条件Ⅰ -ja~ -a -ja~ -a k-{o~u}rja~k-{o~u}ja s-eja / s-erja 
条件Ⅱ -itara* -tara k-itara s-itara 
 
破裂音 p, b, t [t~ʧ~ʦ], d, k, g 
摩擦音 s [s~ʦ~ʃ, z [z~ʣ~ʤ], h [h~ç~ɸ] 
鼻音 m, n 
はじき音 r [ɾ] 
接近音 w, j 
後続する接辞 母音語幹 子音語幹 
-(a)ɴ ki-ɴ kir-aɴ 
-(a)su ki-su kir-asu 
-jo / -e ki-jo kir-e 
-ja ki-ja kir-ja 
-(i)jor ki-jor~ kjoor kir-ijor~ kirjoor 
-(i)tai ki-tai kir-itai 
表 1: 動詞 ki- / kir- 「着る」の接続 
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 「する」については、子音語幹動詞 ser- の体系に、変則的な屈折を行う動詞 s- が補充
(suppletion)された体系とも考えられる。「*」で示した接続では、語幹末子音によって規則的
な音変化(音便)が起こる。小原方言では、語幹末子音が s の場合、(1)のようにイ音便化する。 
  (1)     kas- →   kas-ite   →   kæːte 「貸して」 
           das- →  das-ite    →   dæːte 「出して」 
kajas-    →  kajas-ite     →   kajæːte 「返して」 
kowas- →  kowas-ite   →  kowæːte 「壊して」 
 
 小原方言の動詞派生接辞には、次のようなものがある。 
表 3: 小原方言の動詞につく派生接辞(語幹に近い順) 
機能 接辞(基底) k- 「来る」 ser- / s- 「する」 
使役 -(s)ase k-osase s-ase 
熟達 -(i)tuke ― (jar-ituker) 
執拗 -(i)karakas ― (jar-ikarakas) 
可能 -e ~ -ere k-ore (jar-e) 
受動 -(r)are k-orare s-are 
維持 -(i)tok k-itok s-itok 
達成 -(i)tjaw k-itjaw s-itjaw 
アスペクト -(i)tor k-itor s-itor 
証拠 -(i)jor k-ijor, kjoor, kirjoor s-ijor, sjoor 
尊敬 
-(r~s)asse / -(r~s)as~ 
-(r~s)ass 
(gozar-asse / as, mæːr) ser-asse / 
ser-as 
卑罵 -(i)jagar k-ijagar s-ijagar 
否定非過去 
-(a)ɴ~ -jaheɴ~ -(a)heɴ~ 
-jaseɴ~ -aseɴ 
k-oɴ, k-uɴ, k-oja[h/s]eɴ, k-uja[h/s]eɴ, 
k-oo[h/s]eɴ, k-orja[h/s]eɴ, k-urja[h/s]eɴ 
se-ɴ, ser-aɴ, 
se-eheɴ 
否定過去 
-(a)naɴ~ -jahenaɴ~ 
-(a)henaɴ~ -jasenaɴ 
k-onaɴ, k-oja[h/s]enaɴ, k-uja[h/s]enaɴ se-naɴ, 
se-ehenaɴ 
 
紙幅の都合上、通方言的に特徴的な太字で示した接辞の使用例のみを示す。 
熟達  主要部の動詞について、熟練していることを表す。 
(2) kanawaɴnaa       jariʦuketorasserude                   ʤooʣudaʃi 
      kanaw-aɴ=na    jar-ituke-tor-asse-ru=de              zjoozu=da=si 
      敵う-NEG=SFP やる-PROF-ASP-HON-NPST=RSN  上手=COP=CML 
     「かなわないなあ。やり慣れていらっしゃるから、上手だし」 
 
執拗  一場面において動作を繰り返したり、しつこく続けることを表す。tabe-karakas「食
べまくる」や kai-karakas「買いまくる」のように、対象が多量であることを表す場合もある。 
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(3) aʦukono  hoppetaja   makono    hoppeta tatakikarakaitagenamoɴ 
      atuko=no hoQpeta=ja mako=no hoppeta tatak-ikarakas-ita=gena#moɴ 
      PN=GEN   頬=ENM      PN=GEN   頬          叩く-PRST-PST=INFR#DN 
   「アツコの頬やマコの頬を叩きまくったそうだもの」 
 
3. 名詞形態論 
3.1. 名詞類につく諸形式 
3.1.1. 複数を表す形式 
 小原方言の複数を表す形式には、名詞に後接してその名詞の複数性(近似複数を含む)を表
す接尾辞と、それよりは独立性が高いものの単独で用いられることのない形式(ʃuu)がある。
以下に各形式が接続しうる名詞の種類を挙げる。 
-ra~ -raa : 1人称代名詞(waʃi-ra, ore-ra )、人を表す指示代名詞(are-ra )、人名・愛称(mamo-ra ) 
-ta(a)~ -ɴta(a) : 人名・愛称(kaʣuhiko-ɴta )、人称代名詞(ore-ta, omaɴ-ta) 
 -ta がついた名詞句が他の名詞を修飾する際、属格 no が脱落することがある。-taが後接
しない名詞句の場合には、属格が脱落することはないため、格標識の省略ではない。 
(4) nokottamoɴde         {omaetahoo / *omaehoo}made          iete                   ageruwanoo 
      nokor-ita#moɴ=de {omae-ta#hoo / *omae#hoo}=made  ie-te                  ager-u=wa=noo 
      残る-PST#DN=RSN {2.SG-PL#DN / *2SG#DN}=LIM            植える-ADVF あげる-NPST=SFP=SFP 
    「(苗が)残ったからお前たちの方まで植えてあげるね」 
 
-to(o)~ -ɴto(o) : 人称代名詞、人名、屋号          ※主要部名詞句の家の構成員の複数性を表す。 
(5) omaetoomo      hitono   uʧie        hæːtottemo                   tarʉːde 
      omae-too=mo hito=no uti=e      hair-itor-ite=mo           taru-i=de 
      2.SG-PL=CML   人=GEN  家=DIR  入る-ASP-ADVF=CML  気分が良くない-NPST=RSN 
   「お前たちも人の家に入って(＝居候する)いても気分が良くないから」 
 
ʃuu : 単独で用いることの名詞で、必ず何らかの修飾をうける。小原方言において人の複数
性を表す際、「人々」のように名詞の重複によって複数を表す例は見らない。 
(6) oojano    ʃuu     serasserukedomo 
      ooja=no sjuu    ser-asse-ru=kedomo 
      PN=GEN 人.PL する-HON-NPST=ADVS 
   「大屋の人たちがおやりになるけれど」 
 
3.1.2. 格標示 
 名詞類につく接語として、格標識の一覧とその主な機能を示す。ただし、「機能」は当該
標識の機能を網羅的に挙げたものではない。以下で詳述する形式には、* を付した。 
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表 4: 小原方言の格標識 
 主・属格 属格 対格 与格 方向格 到達格 奪格 処格 共同格 比較格 
基底 ga* no o ni* e* made kara* de to jori 
表層 ga, a no~ɴ o~融合 ni~ɴ e made kara de to jori 
機能 行為者 
所有者 
所有者 
行為者 
通過点 
対象 
時間 
対象 
場所 
受益者 
到達点 
限界 
起点 
網羅 
場所 
道具 
共同者 比較 
 
主／属格 ga : 主／属格形式 ga は、主語名詞句と所有者名詞句を標示できる。所有者名詞
句を標示する場合には、次のような制約がある。 
 
 
 
(7) geɴsakusaga     toomo       jarugenaga                            (8) mamoga    hata 
      geɴsaku-sa=ga  too=mo    jar-u=gena=ga                             mamo=ga hata 
      PN-HON=N/G  所=CML やる-NPST=INFR=SFP            PN=N/G   畑 
    「源作さんのところもやるらしいじゃないか」         「守の(家の)畑」 
 
 所有者名詞句に ga がついて、さらに名詞句を形成することがある。この場合、方向格 e (9)、
または処格 de (10)を伴うか、(11)のようにコピュラがついて名詞述語としてはたらく。 
(9) oragae             mæːta                 (10) oragade            kurasomæː       (11) horaa       oragada 
      ora=ga=e         mæːr-ita                     ora=ga=de        kuras-omai              hore=wa  ora=ga=da 
      1.SG=N/G=DIR 来る.HON-PST           1.SG=N/G=LOC 暮らす-INV            それ=TOP 1.SG=N/G=COP 
   「私の(家)へ来た」                          「私の家で暮らそう」                「それは、私のものだ」 
 
与格 ni : 標準語では、動詞の副動詞・中止形に与格「に」を後接し、述語の「目的」を表
す。一方、小原方言では、動詞の中止形のすぐ後に述語の動詞が置かれる。 
(12) hoɴde  ippeɴ    deai               ittakedomo 
        hoɴde   iQpeɴ  deaw-i          ik-ita=kedomo 
       それで  一度    会う-ADVF   行く-PST=ADVS 
     「それで一度会いに行ったけれど」 
 
方向格 e : 方向の他に、存在場所(13)や着点(14)、受益者(15, 16)を標示する。 
(13) omaɴtae         arujaʦu 
        omaɴ-ta=e     ar-u#jatu 
        2.SG-PL=DIR ある-NPST#DN 
     「おまえたちのところにあるもの」 
(14) uʧie        ʦuitatokinjaa 
        uti=e      tuk-ita#toki=ni=wa 
        家=DIR  着く-PST.ADNF#DN=DAT=TOP  
      「家に着いた時には…」
A: 従属部の名詞句は人でなければならない 
B: 主要部には、場所性の強い名詞(ido「井戸」、uti「家」、ike「池」等)が置かれる。 
C: 1人称代名詞に後接する場合、必ず ora の形につく(*orega ido ) 
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(15) nokotta jaʦu    waʃiseɴtaae                kattemoratta                      (16) arjaa         mamoe      jatta  
        nokor-ita#jatu wasi+seɴtaa=e           kaw-ite+moraw-ita                   are=wa      mamo=e  jar-ita 
        残る-PST#DN  和紙+センター=DIR 買う-ADVF+もらう-PST          あれ=TOP PN=DIR    やる-PST 
   「残ったものは和紙センターに買ってもらった」                        「あれは守にあげた」 
 
奪格 kara : 前節する名詞句の類を網羅的に含意する。 
(17) oʤiiʧaɴga                jamakara    asokono        hatakara   uʧikara   zeɴbu kattottadawa 
        oziitjaɴ=ga               jama=kara  asoko=no      hata=kara uti=kara  zeɴbu kaw-itor-ita=da=wa 
       おじいちゃん=N/G 山=ABL       あそこ=GEN 畑=ABL     家=ABL   全部   買う-ASP-PST=COP=SFP 
     「おじいちゃんが山もあそこの畑も家も全部買っていたんだよ」 
 
3.1.3. 主題標示 
 主題2標示機能をもつ形式には、wa と tja がある。より使用頻度の高い形式は wa で、前
節する名詞類と音融合を起こすことがある。特に 1 人称代名詞に接続する場合には、規則
的に融合する(18, 19)。指示詞の場合にも、かなり融合しやすい(20, 21)。 
(18) ora            mukudakedakedomoo                   (19) hoɴnakotaa         waʃaa         ʃiraɴze 
        ore=wa     muk-u=dake=da=kedomo                    hoɴna#koto=wa  wasi=wa   sir-an=ze 
        1.SG=TOP  剥く-NPST=LIM=COP=ADVS                そんな#DN=TOP  1.SG=TOP  知る-NEG=SFP 
      「おれは剥くだけだけれども」                       「そんなことは私は知らないよ」 
 
(20) kotʧaa          ano                                              (21) ara           kurujo 
        kotti=wa      ano                                                      are=wa    k-uru=jo 
       こっち=TOP INTJ                                                    あれ=TOP 来る-NPST=SFP 
     「こっちは、あの…」                                        「あれ(＝あの人)は来るよ」 
 
 小原方言におけるもう一つの主題標識として、tja(tja~ ttja)がある。(22)は、生みの母親に
ついて話している場面での発話であり、tjaが主題標示をしている。 
(22) umarete okaa saɴʧaa     dokono       hito 
        umarete okaa saɴ=tja      doko=no    hito 
        生みの お母さん=TOP  どこ=GEN 人 
     「生みのお母さんというのは、どこの人？」 
 
 ただし、小原方言の tja は、FSP(Functional Sentence Perspective)の観点から考えると、「旧
情報をマークする」という意味での「主題」を表すことを主な機能としたものではない。(23, 
24)のように、第一発話で tja を用いて新情報をマークし、焦点(Focus)標識として働きうる。 
                                                        
2 「主題(提題、掲題を含む)」という術語には、議論の余地があるが、本稿ではこれを広義に使用する。 
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(23) hoɴde  ima   ʃiɴriɴkumiaitʧa         isogaʃiidaka                 ʃiraɴga  
        hoɴde  ima  siɴriɴ+kumiai=Qtja  isogasi-i=da=ka           sir-aɴ=ga 
       それで 今    森林+組合=TOP       忙しい-NPST=COP=Q  知る-NEG=ADVS 
     「それで今森林組合は忙しいのか知らないが…」 
 
(24) sarutʧa      tamanegi tabekarakaitetʧattaga 
        saru=Qtja tamanegi  tabe-karakas-ite+ik-itjaw-ita=ga 
       サル=TOP タマネギ 食べる-PRST-ADVF+行く-ACP-PST=SFP 
     「サルが玉ねぎを食べまくっていってしまったんだよ！」 
 
3.2. 代名詞 
 小原方言の代名詞のうち、
ここでは人称代名詞のみを
とりあげる。表 5のうち、網
掛けで示した部分は、話者が
標準語として意識している
形式である。 
 1人称代名詞 ore, wasi は、主題標識 wa が後接した場合、ora, waʃa のように音融合を起
こす(3.1.3で詳述)。 
 ore については、主・属格形式の ga (3.1.2)が後接した場合に、逆行同化して ora=ga とな
る。ただし、これは、ga が属格用法で用いられている場合に限る。ga が主格標示として
機能する場合には、ore=wa で現れる。 
 小原方言において、3人称を指す場合には、人称代名詞ではなく人名または愛称を用いる。
また、3人称を指示代名詞で表すことも多い。この場合、特に否定的な意味は持たない。 
(25) arega         motʧaaikijottawa 
        arega          mot-itja+ik-ijor-ita=wa 
        あれ=N/G 持つ-REP+行く-PST=SFP 
     「あの子が(梅干を)よく持って行ったものだよ」 
 
 2 人称単数の形式として、omae の他に omaɴ がある。他の人称代名詞に複数性を表す接
辞の -ta や -to が後接した場合に、/ɴ/ が自由に挿入されることがある(3.1.1)。しかし、2
人称単数については、(26)のように omaɴ が単独で使用される。 
(26) omaɴga  ikjaa                oremo        ikasu         to        omookeɴ 
        omaɴ=ga  ik-ja             ore=mo     ik-asu        to        omow-u=keɴ 
        2.SG=N/G 行く-COND1 1.SG=CML 行く-VOL QUOT  思う-NPST=ADVS 
     「あなたが行くなら、私も行こうと思うけれど…」 
 丁寧度〔低              高〕 
1人称 
単 ore wasi watasi 
複 ore-ta / ore-ra wasi-ɴta/ wasi-ra watasi-tati 
2人称 
単 omae / omaɴ aɴta anata 
複 omae-ta/ omaɴ-ta aɴta-ɴta anata-tati 
表 5: 小原方言の人称代名詞 
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4. 形容詞形態論 
 小原方言の形容詞は、名詞修飾形の
屈折接辞形式から以下の 2 つのグルー
プに分けることができる。 
 na 語尾形容詞は統語的には i 語尾
形容詞と同様の振る舞いをするが、形
態的には主にコピュラを後接して名詞
的な振る舞いをする。なお、テキスト
を観察する限り、小原方言では、na 語
尾形容詞はそれほど頻繁に用いられな
い。一方で、名詞から i 語尾形容詞を
派生した語が多く見られる(ooʧaku-i「横着だ」, naɴgi-i「難儀だ」等)。 
 表 6の※1, 2で示した部分は、屈折接辞のつかない語幹のみの形で現れる。ただし、叙述
形が 2 モーラの形容詞(ee「良い」、sui「酸っぱい」、nai「ない」)が、この接続を行う場合
には、語幹末の母音が長音化(joo naru「良くなる」、sʉː naru「酸っぱくなる」、noo naru「な
くなる」等)し、2モーラを保った状態で機能する。
(27) oiʃinaijaʦuu                       jokoote… 
        oisi=nai#jatu=o                jokos-ite… 
       おいしい-NEG#DN=ACC  寄こす-ADVF 
  「おいしくないのを持ってくる」 
(28) maa  aka             nattaka 
        maa  aka             nar-ita=ka 
       もう  赤い.ADV なる-PST=Q 
  「もう赤くなったか」 
 
5. その他の品詞に関する形態論 
5.1. コピュラ 
 名詞述語文はコピュラによって文法的な諸機能を示す。小原
方言においては、定動詞形(2.2)や、形容詞の叙述形(4 節)にも
後接する。つまり、標準語における準体助詞の「の」にあたる
形式は、方言の文脈においてほとんど現れない。 
 小原方言では、表 7に示した da と ja の他に zja を加えた 3
種類の形式が混在する。da と ja は使用頻度が高く、自由に交
替するが、da の使用が優勢である。それに対して、zja は限
られた形式と接続した場合にのみ現れる。以下に挙げる(29), (30)のような、動詞の否定形式
に接続して、過去テンス形式をとる例のみが観察される。 
(29) ikaɴʤatta 
        ik-aɴ=zjatta 
        行く-NEG =COP.PST 
      「行かなかった」 
(30) jaraɴʤatta 
        jar-aɴ=zjatta 
       やる-NEG =COP.PST 
      「やらなかった」
 i 語尾形容詞 na 語尾形容詞 
非過去 叙述 
-i 
(=da) 
非過去 修飾 -na 
過去 (叙述／修飾) -katta (=datta) 
否定接続 (叙述／修飾) ※1 (=de, =ʤa) 
副詞的用法 ※2 -ni 
中止形 -te~kute (=de) 
条件Ⅰ -kerj / -kena (=nara) 
条件Ⅱ -kattara (=dattara) 
 da ja 
非過去 da ja 
過去 datta jatta 
否定接続 de~ zja ja 
中止形 de ― 
条件 dattara jattara 
表 7: コピュラのパラダイム 
表 6: 形容詞の屈折カテゴリー 
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5.2. 指示詞 
 表 8の指示詞のうち、名
詞として働く形式は、主題
標識  wa との音融合を起
こしやすい(3.1.3で詳述)。 
 
5.3. 疑問詞 
 表 9の名詞として働く形式は、以下のいずれかの方法で、不定疑問を表すことができる。 
① 疑問文マーカー(ka, ja)をつける。 
② コピュラまたは疑問文マーカーをつけ、siraɴ をつける。 
(31) iʦudattaʃiraɴni                   ippeɴ mietakeɴdo 
        itu=datta=siraɴ=ni              iQpeɴ mie-ta=keɴdo 
        いつ=COP-PST=INDF=DAT 一度 いらっしゃる-PST=ADVS 
     「いつだったか一度いらっしゃったけれど」  
 
6. 談話テキスト 
 以下は、小原方言話者(B: 女性 1922年生, C: 男性 1948年生)の談話
のテキストの一部で、タマネギの苗について話している場面である。 
B:  jappaʃi  anoo okudenakena                          akanzo 
     jappasi   ano    oku=de=na-kena                     akaɴ=zo 
    やはり    INTJ   晩生=COP.ADV=NEG-COND1 ダメ=SFP 
    「やっぱりあのー、晩生でなければいけないよ」 
C:  uɴ    okudenakja                             akaɴ 
      uɴ    oku=de=na-kena                     akaɴ 
      INTJ 晩生=COP.ADV=NEG-COND1 ダメ 
    「うん、晩生でなければいけない」 
B:  hoɴde   kukiga  koɴni       natte           ʧootoɴ      koko ooki                nareheɴdaraa 
      hoɴde   kuki=ga kooni        nar-ite        tjotto=mo   koko ooki                nar-eheɴ=da=ra 
      それで 茎=N/G こんなに なる-ADVF 少し=CML ここ 大きい.ADV なる-NEG=COP=SFP 
    「それで茎がこんなふうになって、少しもここが大きくならないだろう」 
B:  hoʃitara       sawadasaɴga   korja        eejooga    kukibakkani    itʧatte                maa  kanze 
      hositara        sawada-saɴ=ga kore=wa  eejoo=ga  kuki=baka=ni  ik-itjaw-ite         maa  kan=ze 
     そうしたら PN-HON=N/G    これ=TOP 栄養=N/G 茎=LIM=DAT   行く-ACP-ADVFもう ダメ=SFP 
      tʧaʃitamoɴde                              koeʧawasse             tʧaaʃitakeɴ 
     Qte=iw-as-ita#moɴ=de               koer-itjaw-ass-e      Qte=iw-as-ita=keɴ 
     QUOT=言う-HON-PST#DN=RSN 抜く-CMP-HON-IMP QUOT=言う-HON-PST=ADVS 
    「そしたら澤田さんが、これは栄養が茎だけに行ってしまって、もうダメだよっておっし
ゃった から、抜いておしまいなさいっておっしゃったけれど」 
 名詞 連体
詞 
副
詞 
形容詞 
人・物 場所 方向 
ko (近称) kore koitu koko kotti kono koo koɴna 
ho (中称) hore hoitu hoko hotti hono hoo hoɴna 
a (遠称) are aitu asoko atti ano aa aɴna 
名詞 
人 dare 
人・物 doitu 
物 nani 
時間 itu 
場所 doko 
方向 dotti 
連体詞 dono 
副詞 doo 
形容詞 doɴna 
表 8:  指示詞 
表 9:  疑問詞 
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B:  hooredemonaa         ikura     ʧiisakutemo           ee               to         omottottara  
      hore=de=mo=na       ikura     tiisa-kute=mo          ee               to         omow-itor-itara 
     それ=LOC=CML=SFP いくら 小さい-ADVF=CML 良い.NPST QUOT  思う-ASP-SOND2 
    「それでもなあ。いくら小さくてもいいと思っていたら、」 
B:  daɴdaɴ    ooki                natte            hooɴtoni ooʃiijaʦudattamoɴ         (C: dene            oremo) 
      daɴdaɴ     ooki                nar-ite         hooɴtoni oosi-i#jatu=daQta#moɴ        de=ne          ore=mo 
      だんだん 大きい.ADV なる-ADVF 本当に    おいしい#DN=COP.PST#DN  それで=SFP 1.SG=CML 
   「それからだんだん大きくなって、本当においしいのだったもの(C: それでね、おれも…)」 
     hoɴde   hiroʤini okudenakenja                         akaɴzo     ttetakeɴnaa                       (C: uɴ) 
     hoɴde   hirozi=ni oku=de=na-kenja                    akaɴ=zo   Qte=iw-ita=keɴ=na                uɴ 
     それで PN=DAT   晩生=COP.ADV=NEG-COND1 ダメ=SFP  QUOT=言う-PST=ADVS=SFP  INTJ 
    「それで、ヒロジに晩生でなければいけないよって言ったけれどなあ(C: うん)  
B:  nani kattekitaja                          ʃiraɴga               hai    ietearukedosaa 
      nani  kaw-ite+k-ita=ja               sir-aɴ=ga             hai    ie-te+ar-u=kedo=sa 
      何     買う-ADVF+来る-PST=Q 知る-NEG=ADVS 既に 植える-ADVF+ある-NPST=ADVS=SFP 
    「何を買ってきたかしらないがすでに植えてあるけれどさ」 
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略号一覧 
1        first person             1人称 
2        second person         2人称 
ABL   ablative                  奪格 
ACC   accusative              対格 
ACP   accomplishment      達成 
ADNF adnominal verb form 
                                形・名動詞形 
ADV adverbial usage     副詞用法形 
ADVF adverbial verb form 副動詞形 
ADVS adversative             逆接 
ASP     aspectuality  広義アスペクト 
CML   cumulative             累加 
COND conditional             条件 
COP    copula                    コピュラ 
DAT    dative                    与格 
DIR     directive                 方向格 
DN      dummy noun      形式名詞 
ENM   enumerative       列挙 
GEN    genitive              属格 
HON   honorific            尊敬 
IMP     imperative          命令 
INDF   indefinite           不定 
INFR   inferential          推量 
INTJ   interjection          間投語 
INV    invitation            勧誘 
LIM    limitative       限定・限界格 
LOC   locative               処格 
NEG   negation              否定 
N/G   nominative/ genetive 主・属格 
NPST nonpast               非過去 
PL      plural                  複数 
PN      proper noun         固有名詞 
PROF  proficient        熟達 
PROH  prohibitive      禁止 
PRST   persistent        執拗 
PST     past                過去 
Q         question marker  疑問文標示 
QUOT quotative         引用標示 
REP     repetitive         反復 
RSN    reason             理由 
SG       singular           単数 
SFP     sentence-final particle 終助詞 
TOP    topic  marker   主題標示 
VOL    volition            意志法 
-     接辞境界 
=    接語境界 
#    接語(形式名詞)境界 
 
